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研究成果の概要（和文）：本研究は1)全国の中等・高等教育における実態調査、２）指導法の有効性、効果、課
題を現場目線から論点整理、３）４技能タスクの実践応用、を目指した。コロナ禍により２）についての現地調
査が中断したが、代わりに大学の語学授業（オンライン）で外国人教員が行う4技能タスクの活用について調査
し、②英米圏の大学が提供するMassive Open Online Courseを活用したタスク中心の反転授業を策定しその分析
を行った。研究会と海外研究者の講演とワークショップを開催し、現場教員らと意見交換を重ね、１)教員の理
解、認識についての周知、2)大学の語学授業の改変について、さらなる課題が浮き彫りになった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to 1) survey English teaching classrooms in secondary and 
tertiary education in Japan, 2) summarise the issues from the field regarding the effectiveness of 
teaching methods and challenges, and 3) apply the 4-skills task. The field research on 2) was 
interrupted due to Covid-19, but instead, we (1) investigated the use of 4-skills tasks by foreign 
teachers in university (online) language classes, and (2) formulated and analysed a task-oriented 
flipped classroom using the Massive Open Online Course offered by overseas universities. Research 
meetings and workshops with lectures by foreign researchers were held, and opinions were exchanged 
with teachers and others, highlighting further issues regarding 1) teachers' understanding and 
awareness and 2) improvement of university English classes.

研究分野：英語教育　応用言語学　第二言語習得　

キーワード： タスク　TBLT　4技能活用　英語授業

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、1)本研究課題について、国際会議の場で研究発表を行った。2)全国の英語教育関係者に
呼びかけ、研究会を通して広く意見を集約した。3)海外の専門家を招聘した講演とワークショップ、討論会を開
催した。
社会的意義としては、1)国際学会や研究会を通して得た知見を現場の教員と共有し、理解と周知、応用に資する
こと、2) 国際シンポジウムでの講演とワークショップへの参加機会を提供し、普段忙しい教員が自国で海外研
究者と共に学び、授業実践に活かせる機会を提供できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

1. 研究開始当初の背景 

 

1)外国語（英語）教育においては、文法訳読中心からコミュニケーション重視の授業へと指針が

転換し「コミュニケーション重視」という言葉が学習指導要領でも明記されてから久しい。しか

し、現場の教員がそれをどう捉え授業実践を行っているのか、統一的な見解が徹底されているわ

けではない。各学校現場での課題や実践例を調べるために、授業見学、観察はもとより、実証研

究をもとに現況分析を行い、広く意見集約を行う必要性があった。 

2)理論研究から実践への応用を目指すため、ボトムアップ的に共通認識を構築するため、国内で

の研究会、フォーラムの開催とともに、ひいては国際シンポジウムを開催することで、グローバ

ル化に対応した我が国の英語教育の質的向上を見据えた研究が必要であった。 

 

２．研究の目的 
 

4 技能タスクについての理解、応用言語学（第二言語習得）の知見を我が国の高等学校、大学で

英語を担当する教員と広く共有し、各現場での意見集約と論点整理を行い、状況の把握を試み、

グローバル社会での我が国の英語教育のあり方を検証し、英語授業の質的向上につなげる。 

 
３．研究の方法 
 

1) タスク研究会を立ち上げ、都立高校英語科主任と、地方の国立高等専門学校の英語科教

員らとともに 9 回ほどミーティングを重ね、4 技能タスクへの共通理解、現場での課題

等について討論を重ねる。 

2) 全国で英語教育に力を入れている高等学校（英語ディベート大会出場校（2019 年））を

対象(164 校)に、アンケート調査を行った。調査内容では、普段の英語授業における４

技能活用のタスク（言語活動）について、1)頻度 2)形態 3)内容 4)教員のフィードバッ

ク 5)教員からみた学習者の参加度 6)授業を通した４技能の割合 7)当該校の英語力の目

標、等について調査。 

3) 1)の研究会と 2)のアンケート結果を踏まえ「４技能タスクを活用した授業実践のための

フォーラム」を開催し、参加希望した中等教育の英語科教員らと大学教員から対面で意

見交換と課題発見を行う。 

4) アンケート協力校の中から授業実践について視察を承諾してくれた学校へ訪問し（大阪、

福岡、埼玉、等 17 校）、実践例や教員との意見交換を予定していたが、コロナ禍により

全面中止。 

5) コロナ禍においては、大学においてオンライン授業が始まり、外国人教員による英語授

業の観察（オンライン zoom 授業への参加）を行う。４技能を活用したタスクがどのよ

うに運用されているか、タスクのタイプや学習者のタスク中の会話データを収集。 

6) 留学が必修単位となる大学の国際英語専攻科において、コロナ禍での留学代替プログラ

ムを策定し、授業効果についてデータを収集。英米圏の双方向活動を意識した講義授業

（MOOCs：Massive Open Online Courses）を反転授業として活用した学修効果につい

て、通常の語学授業の事後アンケートと比較分析し、コロナ後の英語授業運営の

interactive, autonomous, authentic 授業の実現、また ICT や AI の活用の加速に伴う英

語授業の変化について調査。 



7) コロナ禍による外出禁止が明けた後、海外の研究者を招致したシンポジウム「Aiming for 

effective tasks in the English classroom: 英語授業での効果的なタスクをめざして）」を

開催。日本の英語（日本語）教員や言語教育関係者を対象に、教師の視点と学習者視点

の双方から、4 技能活用タスクにもとづく授業に関する研究講演とパネル討論を開催。

世界の英語教育の潮流を踏まえ、日本の英語（言語）教育の質的向上に向け、広く教員

の理解を深め、互いの認識を共有。 

8) 日本の中等教育の英語教員を目指す教職課程（英語科教育法）を通して、学習指導要領

のコア・カリキュラムへの理解と応用実践について、教職課程履修者による授業実践案

の可能性について検証。 

 

4 技能タスクを活用した英語授業の質的向上のための研究 

研 究 調 査 学会発表、研究会、シンポジウム 

 
研究 1 

高等学校アンケート調査分析 
(高等学校実地調査=コロナ禍
のため中止） 

研究会開催「４技能タスクを活用する授業実
践フォーラムー教育指導理論と授業実践の
融合に向けてー」と発表 

 
研究 2 

コロナ禍の大学オンライン語
学授業調査分析 

研究会発表 （引用文献②と③  ） 
国際学会発表  

研究 3 留学代替プログラム調査分析 

 
研究 4 

教職課程の大学生における授
業実践案の可能性について調
査分析 

シンポジウム開催「Aiming for effective 
tasks in the English classroom: 英語授業での
効果的なタスクをめざして）」 

表 1.研究課題のための調査と研究 
 
 
４．研究成果 

1)高等学校英語科主任教員宛(全国から抽出された 164 校)へのアンケート調査結果から 60 校か

ら回答を得た（回収率は 38%）。アンケート結果から、言語活動を積極的に取り入れている（85.4%）

と回答した学校が多かったが、50 分授業のうち、言語活動に割く時間は平均で約 9 分であった。

形態としては、約 32％がペアワークが行なっており、中には、TOEIC 試験のためのモノローグ

発話練習、音読、ポスター発表などが挙げられた。タスクの内容について、リストアップしても

らう設問については(図 1)、テキストの表現を使ったアウトプット活動(23.1%)が最も多く、つ

づいて意見交換活動(21.5%)とあったが、授業時間の最初の数分を使用したペアワークが多いこ

とから Opinion Exchange タスクは Think-Pair-Share 活動として認識されていることが推察さ

れた。その他のタスクには、エッセイライティング、ディベート、描写、聞いたり読んだ内容を

英語で再現する活動が挙がった。話すタスク（言語活動）における教員のフィードバックについ

ては、文法の説明後に行うとした回答が 27%、活動の後 focus-on-form を行っているとした回

答は 14.5%だった。しかし、多くが話すタスク中に accuracy(正誤)に関するフィードバックを与

えている(82%)とのことだった。当該校の目標設定に関しては、「身近なことに関して話したり

書いたりする力」「人前で自分の意見を伝えられるレベル」「記事などを要約し、それについて意

見を述べる力」「英検準２級〜準１級、CEFR B1 レベル」が挙げられた。一方で「残念ながら教

科書の内容や各課の文法事項などで一杯いっぱいなところが多い」「集団として CEFR A2 レベ

ル」「英語力と言うよりも英語を通して世界を見ようとする意欲を身につけてほしい」「自発的に

コミュニケーションを図ろうとする積極性」といったことが挙げられた。また自由記述では、「黒

板と CDデッキというスタイルではなく、ホワイトボード、プロジェクター、音響設備などがな

く理想と現実のギャップが大きすぎる」といった、英語教育環境の ICT 化を望む声もあった。 



 

    図１. 教室内のタスクタイプに関する回答 

 
 
 

2)「４技能タスクを活用する授業実践フォーラムー教育指導理論と授業実践の融合に向けて」と

題するフォーラムでは、『21 世紀の英語教育指導の方向性と課題 』(原田哲男)を基調講演に、

『外国語学習における４技能タスクの役割』（鈴木夏代）、『タスクの段階的提示−西高での CLIL

での実践』(福田恭久）、『オランダのバイリンガル教育から学ぶ CLIL の実践』（関 佳奈）と題

する発表を行った。新潟、山口、長野を含めた地域から 35 名の参加者（半数が初等・中等教育

の現職教員）が集い、現況の課題と向上について、パネル討論と全体討論を行い、それぞれの現

況の課題や質的向上に向けた可能性について話し合った。 

 

３）コロナ禍で学校訪問が中止になり、代わりに大学の語学授業において、４技能タスクがどの

ように活用されているかを知るために授業観察（ZOOM）を行った。2 年次後期からの留学が中

止となった学生が履修する語学授業 3 クラス(１クラス 20 名弱)を対象に、ZOOM のブレーク

アウトルームでの学生のグループワーク会話を録音したデータを収集した。海外大学の授業に

ついてゆくために必要な４技能を網羅するための準備テキストを使用した。しかし、タスクを活

用した授業というよりは、講師がテキスト「を」教えることに終始しがちで、テキスト上のリス

ニングやスピーキングに関する理解度を試す「問題」を進める授業であったのが印象的であった。

また教員がいないブレークアウトルームで、学生たちは日本語で会話する時間が多かった。 

 

４）一方で、留学が中止になった学生のための代替プログラムとして、海外留学に近い擬似体験

を提供すべく、英米圏の大学が提供する Massive Open Online Courses を活用した授業プログラ

ムを実施することになった。セルフスタディーのためコースは、英語による講義授業をオンライ

ンビデオで視聴し、文献を読む、調べる、Discussion コーナーで他の参加者とチャット方式で意

見交換を行う、といったタスクで構成された双方向学修の場である。トピックは担当する専攻の

教員の専門領域から選び、オンライン・プラットフォームを活用した反転授業形態で行われた。

この研究成果については、国際学会と研究会で発表した（引用文献②と③）。 

 

５）これらの調査や研究会での意見交換から、４技能タスクを活用した英語授業の質的向上のた

めには、教員がタスク（言語活動）を理解し、果たすべき役割を認識することが重要であること

が明らかになった。テキスト「を」教える英語授業は、英語教員でなくてもできるかもしれない。

しかし、学修者が英語を使って内容を学び、内容に関する向学意欲を掻き立てられ、付随的に英

語力の向上につながる英語授業のあり方も可能であることが、実証研究から示唆を得た。同時に、

学習指導要領の影響を受ける高等学校の目標と大学の語学授業とのギャップが浮き彫りになっ
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た。高等学校の英語科教員宛のアンケートの自由記述には「高校で 4 技能活動してきているの

で、大学の授業がつまらないレベルが低いという学生が本当に増えている。」という声が挙げら

れた。第二言語習得研究の発展に伴い、理論と実践をつなぐ応用研究が、一層求められている。 

 

６）研究の最終年は『英語授業での効果的なタスクをめざして』と題し、海外研究者を招聘した

英語による講演とワークショップを体験する国際シンポジウムを開催。60 名弱の参加登録者の

うち、初等・中等教育の教員は 10 名程度の参加であったが、参加者から事後アンケートで次の

ような意見が寄せられた。「実践に向けて大切なことが学べて、とても良かった」「Keynote speech

とpanel discussionから刺激を受け、自分の授業への気づきをいただきました」「It was all fantastic 

and really riveting. I hope to attend more in the future」「タスクだけではなく、学習者の心理に

注目するという点は新しい視点でした。またワークショップもあったので、いろいろな視点から

タスクについて話をすることで、タスクに対する理解が深まりました」「タスクの定義が確認で

きたこと。あまり難しく考えなくていいことがわかったこと」「良かった。TBSL について深く

理解できた」「自分の授業についていい内省ができた」「I only attended the workshop held on day 

2, but it was really thought-provoking as I could try how the theories can be put into practice 

during the workshop. I also appreciate the opportunity that we could think about the lesson plans, 

which is really helpful to connect theories with pedagogies.」「As a takeaway, the workshops 

reminded of how difficult it is implement TBLT in Japanese school settings even with scaffolding 

especially with abstract concepts such as team collaboration, group dynamics, leadership, goal-

setting and meta-cognition. However, since Japanese EFL education has been undergoing drastic 

changes over the past years, there is more impetus for practitioners to continue to give TBLT a 

try ! 」これらの意見を鑑みると、英語授業における効果的なタスクの活用への現場での認知が

まだ十分ではなかったことが伺え、応用に関する知の共有がさらに必要であることがわかった。

特に、大学教育における４技能活用の効果的な授業については、大学の独自性を見極め新たな視

点から捉え直す課題があることが明らかになった。 

 

７）最後に、将来教員を目指す教職課程を履修する大学生を対象にした英語科教育法の授業で

４技能タスクを活用した指導案作りの可能性について論考としてまとめた。（引用文献①） 

本研究成果から今後の研究への示唆として、英語授業の質的向上のためには、1)教員

の理論と実践への認識と応用のための理解と果たすべき役割、2)ICT 活用の授業環境促進の観

点から、さらに調査と実証研究を重ねてゆく必要があるとの考えに至った。 
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